
主催　和歌山大学 観光学部、国際観光学研究センター
　　　阪南大学、関西観光教育コンソーシアム

Tourism “Education” for All
World Tourism Day 世界観光の日　記念講演会

2016年９月 28日（水）15:00～17:00（受付14:30～）

定員 100名（要・参加申し込み（裏面参照）） 参加費 無料

会場 阪南大学あべのハルカスキャンパス  セミナー室
（〒545-6023大阪市阿倍野区阿倍野筋1丁目 1-43  あべのハルカス23階）

　9 月 27 日は国連世界観光機関（UNWTO）が定めた世界観光の日
（World Tourism Day）として、 1980 年より各年のテーマにそったセ
ミナー、イベントが世界各地で開催されています。
　今回は、2016年のテーマ「Tourism for All」を受け、セントラル・
ランカシャー大学のリチャード・シャープリー教授を講師にお迎え
し、「Tourism “Education” for All」と題した記念講演会を開催いたし
ます。
　国際観光客数が12億人に達した今、地域や社会に与える影響力
を十分に考慮した観光のあり方が求められており、そのなかで観光
教育の果たすべき役割は非常に重要です。観光学の研究者・教員、
学生、そして観光教育に関心のある皆さんとともに、観光教育のあ
り方について考えます。



14:30　受付開始・開場
15:00　開会

　　趣旨説明「World Tourism Day について」　
　　　　  　加藤 久美（和歌山大学  観光学部教授／
　　　　　　　 　　　　　  国際観光学研究センター副センター長

15:15　講演　
　　　　「 Tourism “Education” for All」
　　　　　Professor Richard Sharpley
　　　　　　　（セントラル・ランカシャー大学教授／
　　　　　　　  和歌山大学  特別主幹教授）
　　　　＊講演は英語で行われます（日本語による配布資料あり）。

16:30　質疑応答　＊日本語での参加が可能です。
17:00　閉会

　　閉会挨拶　藤田 武弘（和歌山大学観光学部長／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際観光学研究センター長）

プログラム

講演要旨（日本語訳）
　2015年度の国際観光客数が世界人口の6分の 1（約 12億人）に達するなど、現在、すべての人が「観光に参加する権利」（世
界人権宣言第十三条）を享受できる環境の整備が徐々に進められています。
　観光をすべての人のものにするという第十三条の趣旨は意義深いものではありますが、一方で、これまでの「産業型モデル」
による観光の急激な成長が、社会や環境に大きな弊害をもたらしてきたという事実にも目を向けなければいけません。
　これからは、観光産業はもちろん、観光客自身が地域や社会に与える影響を様々な側面から考え、それらに配慮した観光のあ
り方が求められます。そしてこのような質の高い観光は、教育によって最も効果的に達成されるものなのです。

【参考】世界人権宣言
　　　　第十三条
　　　　　1.　すべて人は、各国の境界内において自由に移転及び居住する権利を有する。
　　　　　2.　すべて人は、自国その他いずれの国をも立ち去り、及び自国に帰る権利を有する。
　　　　訳：国際連合広報センターhttp://www.unic.or.jp/activities/humanrights/document/bill_of_rights/universal_declaration/　

参加申込方法
Ｅメールでのみ、参加申し込みを受け付けます。
本文に「お名前」「ご連絡先電話番号」をご記入のうえ、
右記アドレスまでお申し込みください。
＊ 参加申込期日：2016年 9月 16日（金）17時

参加申込・お問い合わせ先
和歌山大学  国際観光学研究センター

〒640-8510和歌山市栄谷930 経済学部南棟１階
TEL/FAX：073-457-7025
E-mail：info-ctr@center.wakayama-u.ac.jp
HP：http://www.wakayama-u.ac.jp/ctr/

講師紹介

Professor Richard Sharpley
セントラル・ランカシャー大学  観光学 教授。和歌山大学  特別主幹教授。
ノースアンブリア大学（観光学教授）、リンカーン大学教授（観光学教授、ツーリズム・
レクレーションマネジメント学部長）を経て現職。ツーリズム研究の中心的学術誌 
Tourism Planning & Development、 Annals of Tourism Research 他の編集委員を務める。
主な研究領域は「観光と開発」「島嶼圏における観光」「ルーラルツーリズム」「観光社会学」
など。

世界観光の日（World Tourism Day：WTD）
　　　　　　　ホームページ：http://wtd.unwto.org/

　9 月 27 日は、国連世界観光機関（UNWTO）が定めた世界
観光の日（World Tourism Day）です。
　観光の重要性とその社会的、文化的、政治的、そして経済
的な価値への理解を深めるため、1979 年に制定・1980 年に
施行されました。毎年異なるテーマが設けられ、この日にあ
わせて世界各地で様々なイベントが開催されています。
　今年のテーマは「 Tourism for All: Promoting Universal 
Accessibility」です。


